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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 22日 (2007.5.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 の 上 に 樹 脂 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　
　
　 前 記 溝 を 埋 め 込 む 導 電 層 を 前 記 溝 内 及 び 前 記 保 護 金 属 層 上 に 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 保 護 金 属 層 を 研 磨 防 御 層 と し て 利 用 し て 、 前 記 導 電 層 を 機 械 研 磨 す る こ と に よ り 、
前 記 導 電 層 を 前 記 溝 内 に 埋 め 込 ん で 配 線 層 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 樹 脂 層 上 の 前 記 保 護 金 属 層 を 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 配 線 形 成 方
法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 板 の 上 に 配 線 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 配 線 層 の 上 に 立 設 し 、 か つ 上 面 側 に 保 護 金 属 層 が 設 け ら れ た ビ ア ポ ス ト を 形 成 す る
工 程 と 、
　 前 記 ビ ア ポ ス ト の 段 差 を 埋 め 込 む と 共 に 、 前 記 ビ ア ポ ス ト を 被 覆 す る 樹 脂 層 を 形 成 す る
工 程 と 、
　 前 記 保 護 金 属 層 を 研 磨 防 御 層 と し て 利 用 し て 、 前 記 樹 脂 層 を 機 械 研 磨 す る こ と に よ り 、
前 記 ビ ア ポ ス ト 上 の 前 記 保 護 金 属 層 を 露 出 さ せ る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 配 線 形
成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ビ ア ポ ス ト を 形 成 す る 工 程 は 、
　 前 記 配 線 層 を 被 覆 す る シ ー ド 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 配 線 層 の 所 要 部 上 に 開 口 部 が 設 け ら れ た レ ジ ス ト 膜 を 前 記 シ ー ド 層 上 に 形 成 す る 工
程 と 、
　 前 記 シ ー ド 層 を め っ き 給 電 層 に 利 用 す る 電 解 め っ き に よ り 、 前 記 レ ジ ス ト 膜 の 開 口 部 に
導 電 体 を 形 成 す る 工 程 と 、

前 記 樹 脂 層 上 に 保 護 金 属 層 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 保 護 金 属 層 及 び 前 記 樹 脂 層 に 溝 を 形 成 す る 工 程 と 、



　 前 記 導 電 体 上 に 前 記 保 護 金 属 層 を 選 択 的 に 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 レ ジ ス ト 膜 を 除 去 す る 工 程 と 、
　 前 記 導 電 体 及 び 前 記 保 護 金 属 層 を マ ス ク に し て 、 前 記 シ ー ド 層 を エ ッ チ ン グ す る 工 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ビ ア ポ ス ト 上 の 前 記 保 護 金 属 層 を 露 出 さ せ る 工 程 の 後 に 、 前 記 保 護 金 属 層 を 除 去 す
る 工 程 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 護 金 属 層 と し て 、 前 記 導 電 層 よ り 高 い 硬 度 の 金 属 が 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 保 護 金 属 層 は 、 コ バ ル ト （ Ｃ ｏ ） 、 ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） 、 チ タ ン タ ン グ ス テ ン （ Ｔ ｉ
Ｗ ） 、 チ タ ン （ Ｔ ｉ ） 及 び タ ン グ ス テ ン （ Ｗ ） の い ず れ か よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 機 械 研 磨 は 、 バ フ 研 磨 、 テ ー プ 研 磨 及 び グ ラ イ ン ダ ー に よ る 研 磨 の い ず れ か で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 導 電 層 は 銅 層 で あ っ て 、 前 記 樹 脂 層 は エ ポ キ シ 樹 脂 又 は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ビ ア ポ ス ト は 銅 よ り な り 、 前 記 樹 脂 層 は エ ポ キ シ 樹 脂 又 は ポ リ イ ミ ド 樹 脂 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 樹 脂 層 は ソ ル ダ レ ジ ス ト 膜 で あ り 、 前 記 ビ ア ポ ス ト の 上 面 に 電 子 部 品 が 電 気 的 に 接
続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 配 線 形 成 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 配 線 形 成 方 法 に 係 り 、 基 板 の 上 に 樹 脂 層 を 形 成 す る
工 程 と 、 前 記 樹 脂 層 上 に 前 記 保 護 金 属 層 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 保 護 金 属 層 及 び 前 記 樹 脂
層 に 溝 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 溝 を 埋 め 込 む 導 電 層 を 前 記 溝 内 及 び 前 記 保 護 金 属 層 上 に 形
成 す る 工 程 と 、 前 記 保 護 金 属 層 を 研 磨 防 御 層 と し て 利 用 し て 、 前 記 導 電 層 を 機 械 研 磨 す る
こ と に よ り 、 前 記 導 電 層 を 前 記 溝 内 に 埋 め 込 ん で 配 線 層 を 得 る 工 程 と 、 前 記 樹 脂 層 上 の 前
記 保 護 金 属 層 を 除 去 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 で は 、 ま ず 、 基 板 上 に 樹 脂 層 及 び 保 護 金 属 層 を 順 に 形 成 し 、 保 護 金 属 層 及 び 樹 脂
層 の 所 要 部 を 加 工 す る こ と に よ り 溝 を 形 成 す る 。
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